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 本研究では、休息用椅子で推奨される座面高や角度条件について、下肢の血行動態、頚部
の筋活動、身体の安定性（圧力中心の移動量）、主観評価による休息性といった面からの検討
を行った。これらの評価項目をもとに総合的に判断した結果、背座角度は 120度で、座面角
度は 0～5度、座面高と同じ程度の高さのフットレストを使用することが推奨された。また、
首にかかる負担は上体の支え方（背もたれの形状）により軽減することが可能であると考え
られたため、頚部の筋活動以外の項目で評価の高かった角度条件について上体の支持方法を
検討し、今後はより休息性の高い推奨値の導出を行っていく。 

 
 

1. 緒言 
 休息用椅子の用途は主に休息を取ることであり、
さらには、テレビ観賞、読書、会話などが考えら
れる。すなわち、休息用椅子は何らかの活動を伴
った休息をとるための椅子であると考えられ、最
低限の活動を妨げずに休息を取ることが主目的と
なる。休息性のみを追及した場合、臥位姿勢（寝
た姿勢）が最も良い姿勢であると考えられる。ま
た、何らかの活動を行う場合には、立位もしくは
身体の起きた姿勢を保持する作業用椅子を用いる
方が効率がよいと考えられる。休息用椅子で重要
となってくるのは、立位や作業用椅子に座ってい
た際に負担のかかる部位をテレビ観賞などの活動
を行いながら休めることにある。この場合、主に
脚や肩、腰などに負担がかかることが考えられ、
これらの負担が休息用椅子に座ることで軽減され
ることが望ましい。休息用椅子の基本的な構造は、
座面高が低く、背もたれが大きく後傾したもので 
────────────────────── 
*1 試験研究部（シミュレーション研究室） 
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あり、座面、背面ともに厚めのクッションを敷い
たものである。しかし、休息用椅子の設計指針は
明確ではなく、まずは基本的な設計要因である座
面高や背座角度について明らかにすることが望ま
れる。 
 そこで、本研究では、休息用椅子において推奨
される座面高および背座角度について検討する。
なお、推奨値導出にあたっては、テレビ観賞など
の最低限の活動を伴った上での休息性を考慮する。 
 

 
図1 休息用椅子の位置づけ 
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2. 方法 
2.1 実験概要 
 6名の被験者を対象に角度条件の違う椅子に着
座してもらい、休息性に関する主観評価および下
肢の血行動態、筋活動、圧力中心の動揺について
の調査を行った。実験時は、被験者にはＴＶ観賞
を行ってもらい、モニタは目線が水平になる位置
に設置した。椅子の角度条件については、乱数表
に従い呈示し、各条件に3分間着座してもらった。
なお、実験時は被験者には安静状態で着座しても
らい、測定結果の分析の際には、3分間の測定デー
タの最後の1分間を用いた。 
 

 
 

図2 実験環境 
 

 
 

図3 実験風景 
 

 
 

図4 角度条件の定義 
 
 
 

2.2 測定条件 
 背座角度3条件（100°、110°、120°）、座面角度5
条件（0°、5°、10°、15°、20°）、フットレスト角度
4条件（0°、30°、60°、90°）、これらの全ての組み
合わせの計60条件について測定を行った。なお、
下肢の血行動態については、これらに加え仰臥位
（寝た姿勢）での測定を行った。 
2.3 測定項目 
 休息姿勢（後傾姿勢）をとった際に重要となる
と考えられる脚のむくみや不快感、上半身を支え
るための筋肉について、生理的な測定を行った。
脚のむくみや不快感の指標として、下肢の血行動
態の測定、上半身を支えるための筋活動の指標と
して、表面筋電図の測定を実施した。また、先行
研究より、休息用椅子には身体の安定性が重要で
あると考えられたことから1)、身体の安定性の指標
として、圧力中心の動揺（移動量）を測定した。
同時に主観評価による休息性についても調査を行
った。 
1) 近赤外線分光法による下肢の血行動態の測定 
（Near Infrared Spectroscopy: NIRS） 
下肢の血行動態をサンプリング周波数1Hzで
連続的に測定した（BOM-L1TRW オメガウェ
ーブ株式会社）。測定部位は両足下腿後面内側
の腓腹筋とし、13～30mmの深部を計測した。
測定結果については、oxy-Hbを動脈血の血行動
態、deoxy-Hbを静脈血の血行動態を示す指標と
し2)～4)、下肢の血行動態への影響が小さいと考
えられる仰臥位を基準に他の条件との比較を
行った。 

 

 
図5 NIRS測定部位 

 
2) 表面筋電図の測定（Electromyography: EMG） 
後傾姿勢をとった際に上体を支えるために活
動する筋肉として、右胸鎖乳突筋および右腹直
筋について表面筋電図の測定を行った。測定結
果をもとに積分値を算出し、筋活動の指標とし
た。 
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図6 表面筋電図測定部位 
 
3) 体圧分布による圧力中心動揺の測定 
（Center of Pressure: COP） 
座面、背面における体圧分布をサンプリング周
波数 1Hzで連続的に測定した（ Xsensor: 
XSENSOR Technology Corporation）。測定結果を
基に座面、背面それぞれについて圧力中心を算
出し、圧力中心の総移動量を身体の安定性の指
標として用いた。 

4) 主観評価（Subjective Evaluation） 
各条件について1分半経過した時点で、被験者
が感じた休息性を口答で評価してもらった。評
価は7段階の評価尺度で実施し、評点7がもっと
も休息性が高いとした。 

 
＜実験手順＞ 

開始：NIRS、筋電図、体圧の計測開始 
1) 乱数表に従い角度条件を設定。 
2) 座眼高と同じ高さにモニタ中心の高さを設定。 
3) 3分間の安静。（1分間経過後主観評価を実施） 
4) 1)～3)の繰り返し。 
実験後：仰臥位でのNIRS測定 
 

3. 結果・考察 
3.1 下肢の血行動態 
 今回実験を行った計60条件について、仰臥位と
の比較を行った。結果を付録1、付録2に示す。付
録1はdeoxy-Hb、付録2はoxy-Hbの腓腹筋での測定
結果である。有意水準5％で臥位姿勢と比較して有
意差のあった条件を灰色で、有意差のなかった条
件を黒色で示す。 
 臥位姿勢と比較し、deoxy-Hb、oxy-Hb、の両方
について、統計的に有意な差がなかった角度条件
は表1に示した通りである。これらの角度条件は下

肢の血行動態については、仰臥位との差がなく、
脚のむくみや不快感の発生しにくい条件であるこ
とが示唆された。 
 
表1 下肢の血行動態からみた角度条件の推奨値 

座面角度 背座角度 フットレスト
角度

15 100 0
20 100 0
10 110 0
15 110 0
20 110 0
20 110 30
0 120 0
5 120 0
5 120 30

10 120 0
10 120 30
15 120 0
15 120 30
15 120 60
20 120 0
20 120 30  

 
 以上のことから、下肢の血行動態を考慮すると、
休息時には、フットレストを使用することが望ま
しく、角度条件は以下のように設定することが推
奨された。 
○背座角度が100度のときは、座面角度15～20度で
フットレスト角度0度。 

○背座角度が110度のときは、座面角度10～15度で
フットレスト角度0度、座面角度20度でフットレ
スト角度0～30度。 

○背座角度が120度のときは、座面角度0度でフッ
トレスト角度0度、座面角度5～20度でフットレ
スト角度0～30度、また、座面角度15度について
はフットレスト角度0～60度。 

3.2 表面筋電図 
 測定結果をもとに積分値を算出した後、被験者
ごとに標準化を行った。今回測定した胸鎖乳突筋、
腹直筋は、後傾姿勢をとった際に上半身を支える
ための主な筋肉であり、それには背もたれの角度
が影響していると考えられる。 
 胸鎖乳突筋について、背面角度を要因とした一
元配置の分散分析を行った結果、主効果が認めら
れ（p<0.01）、背面角105度で胸鎖乳突筋の筋活動
は最小値を示し、それと比較して背面角130度以上
で統計的に有意な差がみられた（p<0.05）（図7）。 
 腹直筋について、背面角度を要因とした一元配
置の分散分析を行った結果、主効果が認められ
（p<0.01）、背面角105度で腹直筋の筋活動は最小
値を示し、それと比較して背面角140度で統計的に
有意な差がみられた（p<0.05）（図8）。 
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 以上のことから、背もたれの角度は125度以下に
することが上体を支えるための筋負担が少なく、
望ましいと考えられた。 
3.3 圧力中心の動揺 
 測定結果をもとに圧力中心の総移動量を算出し
た後、被験者ごとに標準化を行い、背座角度、座
角度、フットレスト角度の3要因について三元配置
の分散分析を行った。 
 背面の圧力中心の移動量について、座面角度、
背座角度に主効果がみられた（p<0.05）。図9に座
面角度ごと、図10に背座角度ごとの圧力中心の総
移動量を示す。多重比較を行った結果、座面角度
については統計的に有意な差は認められず、背座
角度については、100度と120度の間で有意差がみ
られた（p<0.05）（図10）。 
 座面の圧力中心の移動量については、フットレ
スト角度に主効果が認められ（p<0.05）、フットレ
スト角度、背座角度に交互作用がみられた。
（p<0.05）。図11～13にフットレスト角度による座
面の圧力中心の総移動量を背座角度ごと比較した
結果を示す。背座角100度のときは、フットレスト
角30度で最小値を示し、フットレスト角0度との間
に有意な差がみられた（p<0.01）（図11）。背座角
110度のときは、フットレスト角60度で最小値を示
し、フットレスト角0度との間に有意な差がみられ
た（p<0.05）（図12）。背座角120度のときは、フッ
トレスト角30度で最小値を示し、他の角度条件と
の間に統計的に有意な差はみられなかった（図13）。 
 以上のことから、圧力中心の動揺の観点では、
背座角度は110～120度にすることが身体の安定性
が増し、背座角度110度の時は、フットレスト角度
は30度以上にすることが望ましいと考えられた。 
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図7 背面角度による胸鎖乳突筋の筋活動の変化 
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図8 背面角度による腹直筋の筋活動の変化 
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図9 座面角度と背面圧力中心の移動量 
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図10 背座角度と背面圧力中心の移動量 
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図11 背座角100度での座面圧力中心の移動量 
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3.4 主観評価 
 主観評価の結果は被験者ごとに標準化した後、
背座角度、座角度、フットレスト角度の3要因につ
いて三元配置の分散分析を行った。その結果、座
面角度に主効果がみられ（p<0.05）、座面角度、背
座角度に交互作用がみられた（p<0.05）。 
 図14～16は、背座角度ごとに座面角度と休息性
評価との関係を示したものである。背座角度ごと
に多重比較を行った結果、背座角100度のときは、
座面角10度で最大値を示し、座面角0度との間に有
意差がみられた（p<0.01）（図14）。背座角110度の
ときは、座面角10度で最大値を示し、他の角度条
件との間に有意差はみられなかった（図15）。背座
角120度のときは、座面角10度で最大値を示し、座
面角20度との間に有意差がみられた（p<0.05）（図
16）。 
 以上のことから、主観評価の観点では、背座角
100度のときに座面角5～20度、背座角110度のとき
に座面角0～20度、背座角120度のときに座面角0
～15度にすることが望ましいと考えられた。 
 

4. まとめ 
4.1 得られた知見 
 実験結果をまとめたものを付録3に示す。また、
本研究より得られた知見を以下に挙げる。 
◎下肢の血行動態の面から、フットレストを使用
することが望ましく、角度条件は以下のように
することが望まれる。 
○背座角100度のときは、座面角15～20度でフット
レスト角0度。 
○背座角110度のときは、座面角10～15度でフット
レスト角0度、座面角20度でフットレスト角0～
30度。 

○背座角120度のときは、座面角0度でフットレス
ト角0度、座面角5～20度でフットレスト角0～30
度、また、座面角15度ではフットレスト角60度
でも臥位とはあまり違いがないことが考察され
た。 
◎筋活動の面から、背もたれの角度は125度以下に
することが首の負担が少なく、望ましい。 
◎圧力中心の移動量の観点から、背座角度は110
～120度にすることが身体の安定性が増し、望ま
しい。また、背座角110度の時はフットレスト角
度は30度以上にすることが望まれる。 

◎主観評価の観点から、背座角100度のときには座
面角5～20度、背座角110度のときには座面角0
～20度、背座角120度のときには座面角0～15度
することが望ましい。 
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図12 背座角110度での座面圧力中心の移動量 
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図13 背座角120度での座面圧力中心の移動量 
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図14 背座角100度における休息性の評価 
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図15 背座角110度における休息性の評価 
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4.2 推奨される角度条件 
 図17に示したような角度条件が下肢の血行動態
を妨げず、筋負担や体重心の安定、主観評価の面
からみて、休息用椅子にとって望ましい角度条件
であると考えられた。 
 図17に示した角度条件については、フットレス
トを使用しない限り、日本人の下腿高の50%ile値
5)で座面高が約200mmとなってしまい、立ち上がり
やすさを考慮するとあまり望ましいとは言えない。
さらに、一般的にはオットマンなどのフットレス
トはオプションとして販売されているため、座面
高を高めに設定し、フットレストの使用を前提と
し、商品開発を行うことについても現実問題とし
て疑問が残る。そのため、フットレストを使用せ
ずに休息性を充分に満たすような条件について今
後検討を行うことが望まれる。 
 背座角120度、座面角15度、フットレスト角30
度の条件では、首にかかる負担は大きいと考えら
れるものの、下肢の血行動態や身体の安定性につ
いては比較的よい結果であった。日本人の下腿高
の50%ile値5)にあたる約400mmで換算した場合、フ
ットレスト角30度のときは座面高が約350mmであ
る。これは、休息用椅子として、実現可能な座面
高であると考えられ、フットレストを使用しなく
ても下肢の血行動態にあまり影響を与えない条件
であると考えられた。 
 今後の課題としては、図18に示したような角度
条件について、首の筋肉にかかる負担を軽減させ
るため、ヘッドレストの位置や角度、もしくは背
もたれ形状を検討することが重要となると考えら
れた。 
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図16 背座角120度における休息性の評価 

 
図17 推奨される角度条件 
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付録1 角度条件によるdeoxy-Hbの変化 
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付録2 角度条件によるoxy-Hbの変化 
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付録3 実験結果のまとめ 


